
2004 年 12 月 14 日留萌支庁南部の地震（M6.1） 

The Earthquake of December 14, 2004 (M6.1) at Southern Rumoi District, the Northern 
Part of Hokkaido 
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2004 年 12 月 14 日午後 2時 56 分頃に，留萌支庁南部を震源とする気象庁マグニチュード（MJ）6.1 の地震が発

生した．震央位置は小平町大椴付近で，深さ約９km で発生した内陸地殻内地震である．この地震では震源の北側

に位置する苫前町で震度 5強，羽幌町で震度 5弱が観測された．また，防災科学技術研究所が設置した強震観測網

（K-NET）の港町観測点（HKD020）では，EW 成分で 1127（cm/s2）の地動加速度が観測され，参考値ではあるが震

度 6弱を記録した．各研究機関により発表された震源メカニズム解によれば，この地震は西北西－東南東圧縮によ

る逆断層型の地震である．また，国土地理院の GPS の解析によれば，断層面は東下がりの傾斜をもつ面であると考

えられる． 

この地震が発生した留萌支庁南部では，1910 年に小平町鬼鹿付近で M5.3 の地震が発生している．また，その周

辺では 1986 年の沼田町付近の地震（M5.3），1995 年の暑寒別岳東方の地震（M5.7）など，M5 級の内陸地殻内地震

が発生している．しかしながら，気象庁地震カタログによれば 1926 年以降に北海道北西部で M6 を超える地殻内地

震は発生しておらず，さらに北海道全体を対象としても，M6 級の内陸の浅い地震が発生したのは，1967 年の弟子

屈付近の地震（M6.7）以来のことであり，今回の地震は北海道内に高密な強震観測網が整備されてから発生した最

大の内陸地殻内地震である． 

我々は，地震発生直後から詳細な余震分布を推定するために臨時地震観測を行った．定常観測網は震源域の東

側に偏って分布しており，臨時観測網のデータを用いることで精度の高い震源分布が推定されることが期待される．

臨時観測網による震源は，定常観測網による震源位置よりも系統的に東側の浅部に求まった．余震は東下がりの傾

斜を持つ面状に分布しており，この面の形状は国土地理院が地殻変動から推定した本震の断層面の形状と整合的で

ある． 

また，この地震による強震動の特徴について調べた．地震動の最大振幅値や計測震度は南北方向に伸びた分布

をしており，震源よりも北側に値の大きな領域が広がっていた．また，強震記録の S波部分には震源過程に起因し

たと考えられる 2つのパルスが見られた．これらの強震記録の特徴から，断層の破壊は震源から主に北側へ伝播し

たことが示唆される．そこでこれを確かめるために，経験的グリーン関数法による震源過程の推定を行った．その

結果について発表する． 
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